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１ 製作の動機 

  ５年生の単元「もののとけ方」の中に、温度の変化によるものの溶ける量の変化がある。ここ

では、実際に子供たちがこの実験をするものではなく、温度による溶ける量を教科書のグラフで

説明するようになっている。そこで、教師の演示実験として、水温の変化とものの溶ける量を測

定できる湯煎付き簡易スターラー装置の工夫をした。また、６年生の単元「植物の成長と日光の

関わり」では、葉に日光が当たって葉の中にデンプンができることを確かめる実験がある。試料

としてアサガオの葉を使い、葉をミキサーにかけて青汁状にし、遠心分離器にかけることにより、

効率よくヨウ素デンプン反応が出ると考え、簡易遠心分離器の工夫をした。この２つの装置に共

通するのは回転であり、その回転にモーターを利用した１台で共有できる教具の製作に取り組ん

だ。 

 

２ 教具製作の工夫点 

 (1) スターラーに、身近にあるモーターと強力磁石を使用したこと。 

 (2) ボリウム(可変抵抗器)をつけて、モーターの回転速度を自由に調節できるようにしたこと。 

 (3) 水温とものの溶ける量の変化を調べるために、ビーカー２個とニクロム線を使って湯煎にし

たこと。 

 (4) スターラーの撹拌子として小さな丸磁石を使用したことで、回転を安定させたこと。 

 (5) 遠心分離器の回転部に、「ハンドスピナー」を使ったこと。 

 

３ 材料及び製作の手順 

 (1) 材料 

○動力部…………モーター、カラーマグネットのカバー、ボリウム(可変抵抗器)、強力棒磁石 

○スターラー部…小さな丸磁石(径６mm撹拌子用)、ＣＤケース１個、ニクロム線、棒温度計 

        ビーカー各１個(100mLと200mL)、12Ｖ変換ＡＣアダプター 

○遠心分離器部…ハンドスピナー１個、輪ゴム３本、クリップ１個、使えなくなったマジック 

        マイクロチューブ３個、直径25㎜の透明プラスチックシート３枚 

 (2) 製作の手順  

    ① 動力部の製作 

   ・マグネットのカバーに焼いた半田ごてをあて、円筒形の棒磁石が固定できる溝を作る。 

   ・その溝に接着剤を塗り、円筒形の強力棒磁石を接着して固定し、回転部を作る。 

   ・出来上がった回転部分とモーターの回転軸に付けたプラスチックギアを接着する（図１）。 

   ・モーターの１本の導線とボリウムの１本の導線を繋いで、動力部は完成する（図２）。 

  ② スターラー部の製作 

   ・ＣＤケースの片方をスタンドのリングにクリップで固定する。 

   ・100mL のビーカーを 200mL のビーカーの中に入れ、その隙間の下底部に巻いたニクロム線

を敷き、そのニクロム線の両端をビーカーの隙間から出しておく（図３）。 
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   ・ビーカーの隙間に八分目くらいまで水を入れ、湯煎の状態で使用する。 

   ・100mL のビーカーの中に撹拌子と棒温度計を入れて、動力部の位置に移し完成する（図４）。 

  ③ 遠心分離器部の製作 

   ・ハンドスピナーの中心部とマジックの筒の底を瞬間接着剤で接着する（図５）。 

   ・３本の輪ゴムとクリップを結びつけ、輪ゴムをハンドスピナーの３つの輪の部分にかける。 

   ・径 25mm の透明プラスチックシートに十字に切れ込みを入れ、マイクロチューブにはめる。 

   ・マジックの部分をスタンドに固定し、クリップを動力部の磁石につければ完成する（図６）。       

 

         

  

 

    図１ 回転部     図２ 動力部     図３ 湯煎部   図４ スターラー部     図５ 回転部   図６ 遠心分離器部 

 

４ 実験結果 

○５年単元『もののとけ方』で簡易スターラーを使って……… 

(例)実際に食塩とホウ酸で実験した結果 

                                       遠心分離器部 

図７ 実験している様子 

   ○６年単元『植物の成長と日光の関わり』で簡易遠心分離器を使って……… 

(1) 水 100mL にアサガオの葉（日光を当てた葉と当てなかった葉を準備 図８)１枚を、ミ 

キサーで撹拌する。 

   (2) 青汁状になったアサガオの葉の汁（図９）を、マイクロチューブ３本に約１mL ずつ入れ、

遠心分離器に２分ほどかける（図 10）。 

   (3) マイクロチューブの底の部分（細胞が壊されたもの）を残し、ピペットで他の部分を吸 

い取る。 

   (4) 残った部分にヨウ素液を１～２滴たらし、反応を見る。日光を当てた葉（図 11）と当て 

なかった葉（図 12）を比べると、日光に当てた葉にヨウ素デンプン反応が起こっているこ 

とが分かる（図 13）。 

 (例)実際に遠心分離して比べた結果 

 

 

              

図 11 日光あり     ヨウ素デンプン反応あり 

 

図８ 葉の準備          図９ 青汁状の   図 10 遠心分離                               図 13 日光あり左日光なし右 

                 アサガオの葉         

図 12 日光なし 

温 度 20℃ 25℃ 30℃ 35℃ 40℃ 45℃ 50℃   

              

          スターラー部

食  塩 17.1ｇ 17.1ｇ 17.2ｇ 17.2ｇ 17.3ｇ 17.4ｇ 17.4ｇ

ホウ酸 1.8ｇ 2.4ｇ 2.9ｇ 3.5ｇ 4.1ｇ 4.8ｇ 5.5ｇ


